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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
内臓脂肪型肥満を病態とする非アルコール性脂肪性肝疾患(non-alcoholic fatty liver disease; 
NAFLD)において、胃食道逆流症(gastroesophageal reflux disease; GERD)の症状併存割合とその程
度ならびに関連因子について検討した。 
【対象・方法】 
当院肝胆膵内科を受診した NAFLD 患者 92名(男:女=44:48、平均年齢 58歳)と勤務労働健診者を主
とする 215名(男:女=106:109、平均年齢 51歳)を対象とした。検診者の中で、腹部超音波検査にて脂
肪肝を指摘されなかった 139 名を control 群、飲酒歴がなく脂肪肝を指摘された 26 名を
non-outpatients NAFLD とした。糖尿病治療者を除外した NAFLD 患者 70 名を outpatients NAFLD と
し、non-outpatients NAFLD とを併せた NAFLD 群の GERD 症状を F スケール問診票(FSSG)で評価し、
cut-off値 8点以上を GERD症状陽性とした。 
【結果】 
1. NAFLD群では control群と比し、FSSGスコアならびに GERD症状陽性率も高かった(7.4/37% vs. 
4.5/20%, p<0.001)。2. 全対象者での GERD 症状は、BMI 値とは相関せず、インスリン抵抗性、TG、
T-CHO 値に相関した。一方、outpatients NAFLD 群の GERD 症状に関しては、TG と T-CHO のみに相関
性を示した。3. 多変量解析の結果、outpatients NAFLD 群の GERD 症状の危険因子は、TG と T-CHO
であることが示された(OR: 3.96、95%CI: 1.31-11.90, p=0.014, OR: 3.39、95%CI: 1.11-10.35, 
p=0.032 )。 
【結論】 
NAFLD 患者では GERD 症状が強く認められ、単なる内臓脂肪型肥満ではなく、血清中の中性脂肪と
総コレステロールがその関連因子であること判明した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
胃食道逆流症 (gastroesophageal reflux disease; GERD) は生活習慣病との関連性が注目されて
いる。しかし、内臓脂肪型肥満を病態とする非アルコール性脂肪性肝疾患 (non-alcoholic fatty 
liver disease; NAFLD) と GERDとの関係を明らかにした研究はほとんどない。本研究は、NAFLDに
おける GERDの症状併存割合やその程度ならびに関連因子について検討したものである。 
 方法としては、当院肝胆膵内科を受診した NAFLD患者 92名(男:女=44:48、平均年齢 58歳)と勤務
労働健診者を主とする 215 名(男:女=106:109、平均年齢 51歳)を対象とした。検診者の中で、腹部超
音波検査にて脂肪肝を指摘されなかった 139名を control群、飲酒歴がなく脂肪肝を指摘された 26
名を non-outpatients NAFLDとした。糖尿病治療者を除外した NAFLD患者 70名を outpatients NAFLD
とし、non-outpatients NAFLDとを併せた NAFLD群の GERD症状を Fスケール問診票(FSSG)で評価し、
cut-off値 8点以上を GERD症状陽性とした。 
 その結果、1. NAFLD群では control群と比し、FSSGスコアならびに GERD症状陽性率が高かった
(7.4/37% vs. 4.5/20%, p<0.001)。2. 全対象者での GERD症状は、BMI値とは相関せず、インスリン
抵抗性、中性脂肪 (TG)、総コレステロール (T-CHO)値に相関した。一方、outpatients NAFLD群の
GERD症状に関しては、TGと T-CHOのみに相関性を示した。3. 多変量解析の結果、outpatients NAFLD
群の GERD症状の危険因子は、TGと T-CHOであることが示された(OR: 3.96、95%CI: 1.31-11.90, 
p=0.014, OR: 3.39、95%CI: 1.11-10.35, p=0.032 )。 
 以上のことから、NAFLD 患者では GERD症状が強く認められ、単なる内臓脂肪型肥満ではなく、血
清中の中性脂肪と総コレステロールがその関連因子であることが判明した。 
  この成績は、NAFLDと GERD の関係性を明らかにし、GERDの新たな危険因子を見出したものであり、
治療法の開発に寄与する知見であることから、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するもの
と判定された。 
